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子ども福祉委員活動の意義

地域への波及効果

・高齢者や地域の課題解決
・大人の地域(福祉)への関心意識向上
・成人後の地域の担い手づくり
・まち全体への活力付与、起爆剤に

子ども主体の意義

・子ども自身の学び、成長、居場所
（自己有用感・福祉学習）
・依頼者が気軽に頼みやすい
・制度だけでは出来ない身近なつながり
・依頼者も地域の子どもを育てる担い手


